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武庫川流域委員会 委員長 松本 誠  様 
                                                        委員  岡田 隆 
前略 

  第 31 回流域委員会で私の意見書について、河川管理者側より述べられたデータの
正規分布への適合度を疑問視するご意見が述べられました。この問題についてχ２検

定を用いて検討し、その結果について以下のように意見書を作成しました。次回流域

委員会でご検討頂きたく、宜しくお願いします。                                  
(1)2.5 倍引伸しによる基本高水流量の正規分布の検証 

計算の手順                                                                   
１．STATISTICA によりデータを整理して､ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを作成する。                   
２．ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑに従って、ﾃﾞｰﾀを 1500 から 7000 迄の 11 個のセルに分割する。各セル毎 

  にセル内確率を求め、これよりχ2分布を求める。(
−

ｘ＝3421.5, s＝1203.0)     

３．高水流量が正規分布と認められるかどうかを検証する。                       
 

セル 

度数 

 （ｆi) 
−

−ｘ限界値  

     s 

外側 

確率 

セル内

確率 

ｍ i (fi －mi)
2 

      mi 

1500 ～2000   1  

  －1.181 
 

 0.119 
 

 0.119 
 

  4.05 
 

   2.29 
2000～2500   7  

  －  0.766 
 

 0.221 
 

 0.102 
 

 11.01 
 

   3.59 
2500～3000   7  

  －0.350 
 

 0.113 
 

 0.108 
 

 11.22 
 

   2.89 
3000～3500   7  

    0.065 
 

 0.48 
 

 0.367 
 

 12.48 
 

   2.40 
3500～4000   5  

    0.481 
 

 0.165 
 

 0.141 
 

  4.83 
 

   0.01 
4000～4500   0  

    0.896 
 

 0.185 
 

- 0.020
 

  0.51 
 

   068 
4500～5000   3  

    1.312 
 

 0.095 
 

- 0.09 
 

  2.92 
 

   0.00 
5000～5500   1  

    1.728 
 

 0.042 
 

－0.053
 

  1.80 
 

   0.40 
5500～6000   1  

   2.143 
 

 0.016 
 

－0.026
 

  0.88 
 

   0.02 
6000～6500   1  

   2.559 
 

 0.005 
 

－0.014
 

  0.37 
 

   0.59 
6500～7000   1  

   2.974 
 

 0.001 
 

－0.004
 

  0.13 
 

   5.82 
    合計 
 セル数＝１１ 

 34       18.69 

  注記：上表中－のデータは全て絶対値を取る。 
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前頁の表計算により求めたχ2の値は 18.69 となる。セル数 11 より自由度 8 のχ2表

の値より、5%で 15.51、2.5%で 17.53、1%で 20.1 となる。従って、正規分布としての
適合性は 1%で有意となる。通常 5%で有意の判定をすることが多いが､2%､1%を用い
ることもある。中央値と平均値との差がかなり開いているが、それだけで有意でない

とはいえない。このﾃﾞｰﾀは「武庫川治水検討業務（その２）報告書（H15.3 月）表 7.1.3
の 348 例の降雨データから抽出された、引伸し倍率 2.0 以下の全ての降雨を対象にし
たもので、意図的に選別されたものではなく、その意味では無作為に選ばれたﾃﾞｰﾀ

といえる。こうした条件を考えれば正規分布として取り扱えると起案がえられる。 

 

(2)2.0 倍引伸しによる基本高水流量の正規分布の検証 
計算の手順 

１．STATISTICA によりデータを整理して､ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを作成する。 
２．ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑに従って、ﾃﾞｰﾀを 2000 から 7000 迄の 10 個のセルに分割する。各セル毎  

にセル内確率を求め、これよりχ2分布を求める。(
−

ｘ＝3535.9, s＝1102.8) 

３．高水流量が正規分布と認められるかどうかを検証する。 

 

 

   セル 
度数 

 （ｆi) 
−

−ｘ限界値  

     s 

外側 

確率 

セル内

確率 

ｍ i (fi －mi)
2 

      mi 

2000～2500   3 －0.939  
   

 0.173 0.173 
  

1.73 
  

     0.93 
   

2500～3000   3 －0.486 
   

  0.314 
  

0.141 1.41 
  

     1.79 
   

3000～3500   4 －0.033 
   

  0.486 
  

0.345 3.45 
  

     0.09 
   

3500～4000   5   0.421 
   

  0.337 
  

－0.149 1.49 
  

     1.61 
   

4000～4500   0   0.874 
   

  0.190 
  

－0.147 1.47 
  

     1.47 
   

4500～5000   2   1.328 
   

  0.092 
  

－0.098 0.98 
  

     1.06 
   

5000～5500   0   1.781 
   

  0.037 
  

－0.061 0.61 
  

     0.61 
   

5500～6000   0   2.234 
   

  0.013 
  

－0.048 0.48 
  

     0.48 
   

6000～6500   0   2.688 
   

  0.004 
  

－0.009 0.09 
  

     0.09 
   

6500～7000   1   3.141 
   

     0 
  

－0.009 0.09 
  

     9.20 
   

    合計 
 セル数＝１0 

 18         17.33 
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 表(1)の場合と同様に、χ2＝17.33、セル数 10 より、自由度 7 のχ2 の値より、 
5%で 14.07､2.5%で 16.01、1%で 18.48 となる。従って、1%で有意となる。この場合も
中央値と平均値とにかなりの隔たりがあり、ヒストグラムからは理想的な形ではない

にしても、正規分布と認めてもよいと考えられる。  
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